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「再盛への道」

愛知県陶磁器工業協同組合　理事長
加藤　庄平

　今、新しい力が必要です。その昔、磁祖・加藤民吉が瀬戸に新しい技法をもたらしたよ
うに、また、ファインセラミックスが陶磁器の可能性を拡大させたように、その時代時代
の新しい力が今、必要とされています。ファインセラミックスのルーツは「やきもの」で
あり、この伝統産業の技術が基盤となって、ファインセラミックスが誕生しました。瀬戸
のやきものの歴史は１３００年と言われています。その永い歴史の中で常に新しいもの
を生み出してきた先人たちの知恵と血のにじむような努力により幾多の隆盛を経て発
展してきました。伝統の中で培われてきた技術や文化を継承しつつ、根っからの職人の
本能を覚醒させ、若い職人の力もかりつつ陶磁器の魅力をもう一度世の中に広める事こ
そ、今まさに求められているのではないでしょうか。

　日本の経済は今、１００年に１度と言われる不況に見舞われています。私どもの陶磁
器業界は、バブル崩壊後のいざなぎ景気をも上回る好況を呈した時期でさえ、その恩恵
を受けることなく低迷期を脱することができませんでした。業界は更に厳しい状況にあ
り、まだまだ風雪に耐えていかねばなりません。消費が大きく落ち込んだ現状では、日本
経済が再浮上しないかぎり、我々陶磁器業界の再興も容易なことではないでしょう。し
かし、日本の景気が復興したその時、陶磁器業界がその波に乗り遅れることのないよう、
業界としても生き残るために、このピンチをチャンスに変えて行かねばなりません。そ
のために今何が必要なのか、何をするべきかを見極め、そのチャンスを逃さないための
最大限の努力をする時期と私は考えております。

　人が集まって組織を運営していくことは、取りも直さず目的に向かって力を結集して
いくということであります。私の好きなラグビーではワンフォアオール・オールフォア
ワンという言葉があります。誰でも一度は聞いた事があると思いますが、「ひとりは皆の
為に皆はひとりの為に」この言葉の意味通り、組合員をはじめ関係各位が協力し互いを
思い団結する事ができれば、新しい力が芽生え、組合の発展と業界の活性化を実現でき
ることと私は確信しております。

　瀬戸地域では、多くのファインセラミックスメーカーが幅広い分野に亘る製品を生産
しており、日本を代表するファインセラミックス産業の集積地を形成しております。また、
瀬戸市周辺には（財）ファインセラミックスセンター、（独）産業技術総合研究所・中部セ
ンター、名古屋工業大学など先端技術の試験研究機関や教育機関に恵まれ、産・学・官連
携も盛んに行われております。斯様な中から新しい分野の素材や機能材など製品開発が
進み、ファインセラミックスの市場開拓が図られると共に、オールドセラミックス分野
にもそれら素材や機能材を取り入れた新商品の開発にも繋がることを期待して止みま
せん。
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Japan Fine Ceramics Center事業報告事業報告

理事会・評議員会の開催

６月５日、第４８回評議員会及び第４９回理事会を開催しました。
平成２０年度事業報告・決算、役員の交代等の議案について承認されました。

　日　時　平成２１年６月５日（金）１３：３０～１４：３０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．理事の選任及び退任について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．役付理事の互選について
　　　　　２．評議員・顧問・参与の委嘱及び委嘱解除について
　　　　　３．平成２０年度事業報告書及び決算書の報告について

　日　時　平成２１年６月５日（金）１５：３０～１６：３０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成２０年度事業報告書及び決算書の承認について
　　　　　２．評議員・顧問・参与の委嘱及び委嘱解除について 
　　　　　３．役付理事の互選について
　　　　　４．常勤役員の退任に伴う退職慰労金の支給について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．理事の選任及び退任について

○ 第４８回評議員会

○ 第４９回理事会

評議員

評議員

顧問

参与

日本車輌製造株式会社 常務取締役 開発本部長

ＴＯＴＯ株式会社　総合研究所　上席研究員

国立大学法人名古屋大学　総長

独立行政法人産業技術総合研究所　中部センター所長

（役職）

石津　一正

安藤　正美

　口　道成

三留　秀人

（退任）

風早　清弘

清原　正勝

-

神崎　修三

2． 評議員・顧問・参与の委嘱及び委嘱解除

（新任）

副会長

専務理事（7/1付）

理事

名古屋市　副市長

財団法人ファインセラミックスセンター専務理事

岐阜県　商工労働部長

（役職）

住田　代一

倉　　剛進

江崎　禎英

（退任）

因田　義男

菊島　一郎

佐藤　道夫

1． 理事の選任及び退任

（新任）
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Japan Fine Ceramics Centerトピックストピックス

国際セラミックス総合展2009に出展

　2009年4月8日（水）～10日（金）、東京ビッグサイトにて開催された国際セラミックス総合展2009に、日本セラミッ
クス協会、日本ファインセラミックス協会などとともに主催団体の一つとして出展しました。「セラミックス基盤技術
の蓄積と最先端技術へのチャレンジ」をテーマに企業･団体合わせて75社･団
体107小間が展示されました。
　参加企業・団体は、環境･エネルギー／自動車／電気･情報通信という分野で
展示・ＰＲを図りました。今回、新たに、セラミックス大学やテーマコーナー
として「セラミックス博物館―セラミックスの可視化―」を企画し、他にセミ
ナー、出展社ワークショップ、フルラス記念先端セラミックスに関する国際
シンポジウム等を催した結果、経済環境の悪化、出展参加者の減少にもかか
わらず、10,340名の来場者がありました。
　ＪＦＣＣは「依頼試験・機器利用」と7月に開催する「研究成果発表会」のＰ
Ｒの他に、最新の研究成果をポスターやサンプルにて展示し、大型モニター
でＪＦＣＣの概要や最新技術を紹介しました。ご来場いただいた多くの方々
にお礼申し上げます。

平成２１年度ムジカセラミカ振興会総会、第８回定期公演 in 名古屋の開催

１． 総会
　５月１９日（火）電気文化会館（名古屋市中区）において１８時から、ムジカ
セラミカ振興会総会を開催しました。
　会議は川本会長（（株）ＩＮＡＸ代表取締役社長）の挨拶の後、審議に入りま
した。議案は平成２０年度事業報告と収支決算、平成２１年度事業計画案と
収支予算案の４件で、いずれも原案どおり可決されました。
　事業計画では当日行われた定期演奏会のほか、１２月１９日（土）世界のタ
イル博物館（常滑市）での演奏会を予定していることが説明されるとともに、
ムジカセラミカ音楽を体感していただく活動、依頼に応じての随時演奏活動
などを行っていくことが説明されました。

２． 第８回定期公演 in 名古屋
　総会終了後、１９時から電気文化会館ザ・コンサートホールでムジカセラ
ミカ第8回定期公演in名古屋を開催しました。
　プログラムは２部構成で、Ⅰ部では『ファインセラミックス楽器による五
月の抒情』と題し、ファインセラミックスクラリネットで「太陽がいっぱい幻
想曲」ほか２曲、ファインセラミックスフルートで「オベロンの主題による大
幻想曲」、ファインセラミックスチェロで「リベルタンゴ」ほか１作曲が演奏
されました。
　Ⅱ部では、『コロラチュラソプラノ＆テノールの絶唱』と題し、海外で活躍
のコロラチュラソプラノ歌手 池田直美さんが「歌劇 シャモニーのリンダ」よ
り「心の光」ほか１曲を、日本を代表するテノール歌手 畑儀文さんが「七つの
日本歌曲」をムジカセラミカアンサンブルの伴奏で歌い上げ、会場満員の聴
衆を魅了しました。



4

Japan Fine Ceramics Centerナノ構造研究所ニュースナノ構造研究所ニュース

The 3rd Theory Meets Industry International Workshop （TMI 2009）

2009年11月11日（水）～13日（金）
名古屋国際センター　別棟ホール

ワークショップ日程
招待講演
バンケット
ポスターセッション

予定招待講演（敬称略）
旭良司  （豊田中央研究所） 

Dr. Gàbor CSÂNYI  （University of Cambridge, UK） 

Dr. Alessandro DE VITA  （King's College London, UK） 

Dr. Bernard DELLEY  （Paul Scherrer Institute, Switzerland） 

Dr. Christophe DOMAIN  （EDF, France） 

Dr. George FITZGERALD  （Accelrys, USA） 

藤原毅夫  （東京大学） 

Dr. Clint GELLER （Bettis Atomic Power Laboratory, USA） 

Prof. Jürgen HAFNER  （University of Vienna, Austria） 

石田雅也  （住友化学） 

香山正憲  （産業技術総合研究所） 

松永克志  （京都大学／JFCC） 

Prof. Dr Stefan MÜLLER  （University of Erlangen-Nürnberg, Germany） 

中村振一郎  （三菱化学） 

大場史康  （京都大学） 

小口多美夫  （広島大学） 

Prof. Michele PARRINELLO  （ETH Zurich, Switzerland） 

Dr. Werner JANSE VAN RENSBURG  （Sasol Technology, South Africa） 

田中功  （京都大学／JFCC） 

Prof. Göran WAHNSTRÖM  （Chalmers University of Technology, Sweden） 

Dr. Erich WIMMER  （Materials Design Inc, USA） 

（11月11～13日） 
（11月11日夜） 
（11月12日午後） 

近年の計算機性能の飛躍的な向上と計算技術の革新により、パーソナルコンピュータ、あるいはその並列機を用い
ることで、単位格子が数百原子程度までの結晶については、現実的な時間内で第一原理計算が可能となりました。さら
に、物質の電子・原子レベルでの情報を古典力学や熱力学・統計力学と連携させたマルチスケールでのシミュレーショ
ンの研究も始まっています。このような計算科学手法が組み込まれることにより、材料研究・材料産業は新たな展開を
迎えると期待されています。
本ワークショップは、第一原理計算を主とする計算科学手法を材料研究・材料産業に広く応用するために、最新の話
題や問題点について討論することを目指すものです。今回はTMIシリーズの第3回目で、はじめてわが国で開催される
ことになりました。世界第一線の大学、研究所および民間企業で活躍中のトップレベルの研究者の方々による招待講
演と、ポスター発表を予定しており、講演者と参加者との密接な意見交換の場となります。計算科学の最先端ならびに
産業応用に興味をお持ちの、産官学の様々な立場の方々の積極的なご参加をお待ちしております。
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Japan Fine Ceramics Centerナノ構造研究所ニュースナノ構造研究所ニュース

主催
ファインセラミックスセンター（JFCC） ナノ構造研究所（NSRL） 

後援
科学研究費補助金　特定領域研究「機能元素のナノ材料科学」 

協賛
名古屋市、（社）日本金属学会、（社）日本セラミックス協会、（社）応用物理学会、（社）日本物理学会、（社）日本化学会

ホームページ
参加登録、詳細な情報は下記のホームページよりお願いします。
http://jecs.org/tmi2009/index-j.php

その他問い合わせ
〒456-8587
名古屋市熱田区六野二丁目4番1号
財団法人ファインセラミックスセンター
ナノ構造研究所　TMI2009 事務局
Email: tmi2009@jfcc.or.jp

地下鉄　桜通線「国際センター駅」2番出口すぐ

応募スケジュール
ポスター発表タイトル締切
概要締切 （ポスター発表）
オンライン参加登録締切

2009年7月31日
2009年8月31日
2009年10月31日
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Japan Fine Ceramics Center

　ＪＦＣＣの材料技術研究所・ナノ構造研究所の研究部を、各部長へのインタビュー形式によりご紹介いたします。
　第6回は材料技術研究所　プロジェクト推進部です。

材料技術研究所　プロジェクト推進部

研究グループ紹介研究グループ紹介

　プロジェクト推進部は、その名称の通り国家プロジェクト等の特定研究を
推進するため、今年4月に組織編成された部署です。現在進めているプロジェ
クトを紹介します。

『マルチセラミックス膜　新断熱材料の開発』（ＮＥＤＯ）
　住宅やビルなどの冷暖房および家電製品、輸送機器、エネルギー貯蔵などに
おける大幅な省エネ・二酸化炭素削減効果をもたらす新断熱材料を開発する
ために、セラミックス、ポリマー、ガラスのナノテクノロジー・材料技術を駆使
し、格子振動・対流・輻射のいずれの伝熱機構も抑える超断熱壁材料および超
断熱窓材料を実現することを目的としています。 

〈参画機関〉積水化成品工業（株）、旭硝子（株）、（株）INAX、（株）ルネッサンス・エ
ナジー・インベストメント、長岡技術科学大学、京大、名工大他

『希少金属代替材料開発プロジェクト』（ＮＥＤＯ）
　希少金属(レアメタル)は世界的に産出量が少なく、産出国が限られているこ
とから、近年の需要増大に伴い著しく価格が高騰し、供給不安が発生し、日本
の幅広い産業分野のためにはこれら希少金属の需給逼迫を解決する研究開発
が必要です。ここでは、切削工具や耐磨耗工具に用いる炭化タングステン(WC)基の超硬合金の代替材料開発のため、
新規炭窒化チタン（Ti(C,N)）基のサーメット用材料や、サーメットを基材としたハードコーティング技術を開発し、サー
メット工具としての実用化を目指した技術開発を行っています。

〈参画機関〉（独）産業技術総合研究所、（株）タンガロイ、冨士ダイス（株）、東北大学

『新規な電池理論の研究開発』（ＮＥＤＯ）
　高性能な次世代の二次電池を開発するため、要求されるコスト、寿命、安全性、エネルギー密度、出力密度等での圧倒
的な性能向上のために、現状レベルのコストや性能向上の見通しを打破するような新規な電池構成材料が期待できる
新しい原理・構造が不可欠です。本研究開発では、電解液接触面に電荷担体イオンのみが通過できる微孔を有した堅固
な電気伝導性材料からなる構造体を電極材料とするという、「新規な電池理論」を実証し、重量エネルギー密度
500Wh/kgを見通すことができる革新的な次世代電池の技術開発を行うことを目的としています。

〈参画機関〉名古屋大学、京都大学

プロジェクト推進部の紹介をお願いします。

　まず、プロジェクトの提案、立ち上げの際は、楽しさと同じだけの苦しさがあります。そして念願叶ってプロジェク
トが始まると、充実感と同じくらいの心配事があります。ＪＦＣＣの中のメンバー、会社、大学等の方々とのチームプ
レーがとても大事です。時には、違った意見のぶつかり合いがあって、それをプロジェクトの一つの目標に向かってま
とめていくことが、苦労と言えばそうですが、最もやりがいのある仕事とも言えます。

プロジェクトを推進してきたなかでの苦労話など伺えますか？

材料技術研究所所長代理
部長　主幹研究員
松原　秀彰

　マルチセラミックス膜新断熱材料の開発は3年目を迎え、8月に中間評価を受けます。断熱壁については、世界最高
水準の断熱特性を有するセラミックスのナノ多孔質粉末を開発し、ラミネートフィルムで囲って真空に排気した断熱
材開発を実現しました。もう一つの開発材である断熱窓は、透明なセラミックスナノ多孔体の板状の素材を超臨界乾
燥という特別な手法で合成し、ガラス板によって真空封止したサンプルを作製し、透明性と断熱性を両立するという
画期的な断熱材開発を実現しました。今後はより実用レベルを目指した研究開発を推進します。
　希少金属代替材料開発プロジェクトも3年目を迎え、7月に中間評価が予定されています。我が国の得意分野である
精密工作機械の切削工具、金型工具などに用いる超硬合金用タングステンの代替材料として、炭窒化物セラミックス
の均質な固溶体粉末を合成し、それを用いた新規なサーメットの作製に成功しました。そして当センターの得意技術
である焼結シミュレーション技術などを用いて、より高じん性かつ高強度なサーメットを開発し、タングステンとい
う希少金属代替の問題を解決する研究を、工具メーカーとの共同で強力に進めて行きます。

最近のトピックスはありますか？
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Japan Fine Ceramics Center研究グループ紹介研究グループ紹介

　日本のセラミック技術（焼結技術、コーティング技術）は世界的に見て高く、また、複数の材料を混ぜ合わせ最適化さ
せて複合材料を作るのも得意とします。さらに、日本には最先端の研究開発に必要な原材料や特殊器具を迅速に入手
できる環境、技術を持った小回りの利く会社が多くあることは欧米には無い強みです。また、日本の産業では、使って
みて良いものであればどんどん新しい製品に置き換わっていく素地があるので、海外に出してもすぐに真似されない
ような付加価値の高いモノをつくればすぐに受け入れられ、実用化されると信じて研究を進めています。資源の少な
い日本において、しっかりした製品を作り続ける日本の企業を支えるエンジニアリングに貢献することが使命だと思っ
ています。

企業の方にはこの技術をどのように活用していただきたいと思いますか？

　いずれのプロジェクトも今年中に中間評価を受けなければならず、当面の目標は、中間評価の突破です。研究成果を
上げることはもちろん、そのような研究成果を踏まえての実用化への展開をしっかり説明しなくてはならないので、
たいへんです。無事に中間評価が突破できれば、当然のことながら、最終目標達成に向けてのプロジェクト後半の研究
に進みます。マルチセラミックス膜新断熱材料の開発においては、例えば、熱伝導率0.002W/mK、熱貫流率0.3W/m2K、
面積1m2程度の超断熱壁材料を開発し、面積3m2程度、熱貫流率0.4W/m2K以下、可視光透過率65%以上、ヘイズ率１%以
下の超断熱窓材料を開発します。希少金属代替材料開発プロジェクトについては、従来のサーメットの特性・性能を著
しく改良された新規なサーメットとコーティング技術を開発し、実用化に展開される成果を上げたいと思っています。
新規な電池理論の研究開発については、分子レベルでの計算モデルを構築し、静的状態で本理論が成立し、また電気化
学的速度論に基づき先端孔をリチウムイオンが通過できることを計算科学により確認することと、平成22年度以降
の実験による実証のための課題と条件を明確にすることが目標です。

今後の目標は？

　省エネ、希少金属、電池という、今後のわが国の産業技術を左右する最重要課題に、セラミックス技術をベースに取
組んでおります。こうした我々の取組みに、何卒、ご支援、ご理解をいただきますようお願いいたします。

最後に一言。

　プロジェクト推進部のメンバーと担当分野はＪＦＣＣホームページに掲載しています。これまでの研究成果も掲載
していますので、ぜひご覧ください。

　新規な電池理論の研究開発は2年目となり、やはり11月に中間評価が予定されています。この2年は、新規な電池理
論を計算研究によって検討しています。



最も先進的な収差補正走査透過電子顕微鏡を用いた
各種材料の微構造の原子レベル解析

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1
金属－絶縁体転移を示すCaxCoO2薄膜の
収差補正走査透過電子顕微鏡観察 

CaxCoO2は熱電素子への応用が期待されている材料である。その中でのCa原子の
配列は熱電特性に大きく影響を与え、金属－絶縁体転移などをもたらす。したがって、
Ca原子の配列の理解はとても重要である。

技術の
ポイント

基礎
研究

収差補正走査透過電子顕微鏡により、CaxCoO2薄膜の中での2種類のCa原子配列を
直接観察し、金属－絶縁体転移のメカニズムを解明する。
熱電特性の高い材料開発に寄与する。

今後の展開
高性能材料の開発に寄与

新規材料（熱電材料等、新しいエ
ネルギー材料）の原子配列の収
差補正走査透過電子顕微鏡観察

（1）2種類のCa原子配列を識別することができた。

（2）Ca原子による像強度が揺らいでおり、大量のCa空孔が存在することが示唆
された。
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図1. 収差補正走査透過電子顕微鏡で観察したCa原子配列

√3a × √3a原子配列 2a × √3a原子配列

C

参考文献 : K. Sugiura et al., MRS proceeding, 2007. 　
　　　　　H. Ohta et al., Cryst. Growth Des. 5, 25-28 (2005). 

図2. 金属－絶縁体転移

達成度

背 景

目 的

成 果

収差補正走査透過電子顕微鏡がこのような層状のCo化合物の解析に
おいて、非常に強力なツールであることを示すことができた。

・ 薄膜成長 ： 反応性固相エピタキシャル成長法
・ 実験設備 ： 収差補正走査透過電子顕微鏡（JEM-2100F）



電子ビームPVDによる熱遮蔽コーティングを
発電用ガスタービン動翼などの大型部材に展開

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2

電子ビームPVD法による熱遮蔽コーティング

電子ビームPVD (EB-PVD)法による熱遮蔽コーティングはガスタービンの高効率化
に寄与し、省エネ・CO2削減による地球環境保全に有効であると期待されている。

技術の
ポイント

応用
研究

EB-PVDによる熱遮蔽コーティングを大型・重量部材に適用するために必要な、電子
ビームによる基材加熱技術などの要素技術を開発するとともに、EB-PVDによる金
属結合層の成膜についても検討する。

今後の展開
大型部材への成膜技術を
確立

大型部材に対する成膜条件の
最適化CoNiCrAlYなどの金属系
材料の成膜への対応

（1）発電用ガスタービンモデル動翼への均一なYSZトップコート成膜に成功した。

（2）EB-PVDによるCoNiCrAlY成膜の基礎条件を明らかにした。
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図1.EB-PVDにより成膜中の発電用
ガスタービンモデル翼

謝辞 : この成果は、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「ナノコーティング技術」の委託業務
　　　の結果得られたものです。

図2.　EB-PVDにより成膜したCoNiCrAlY膜

表1.　CoNiCrAlY膜の組成分析結果

達成度

背 景

目 的

成 果

EB-PVDによる熱遮蔽コーティングの一貫施工への第一歩

蒸着原料

モデル翼

蒸着原料

膜

Co

37.1

39.8

Ni

33.2

34.8

Cr

21.5

18.2

Al

7.5

7.1

Y

0.47

0.01

(mass%)
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Japan Fine Ceramics Center

　JFCCでは、高性能な各種研究設備を保有し、原料から焼結・加工まで、また基礎から応用まで一貫した体制で研究開
発を行っています。これらの試験研究設備を広くご利用いただくため、皆様に紹介いたします。

超高分解能電界放出型走査電子顕微鏡
（日立ハイテクノロジーズ　SU-8000）

　本装置は、セラミックス材料を初めとして広く様々な材料の高分解能形態観察や組成分析を目的とする走査電子顕
微鏡です。そのために、高加速電圧から低加速電圧までの幅広い加速電圧での観察、粉末から大型バルク体にいたる種々
の形状試料の観察が可能です。現在市販されているセミインレンズ型の走査電子顕微鏡としては、最高性能を有して
います。

走査顕微鏡本体

・二次電子像分解能：1.0 nm（加速電圧 15kV　倍率22万倍）

　　　　　　　　　　1.4 nm（加速電圧  1kV　倍率12万倍　リターディングモード）

・加速電圧　　　　：0.5～30kV（0.1kVステップ）

・試料サイズ　　　：最大φ150mm

・反射電子検出器　：有り

エネルギー分散型X線分析装置

・エネルギー分解能　129eV

・分析元素　　　　　B以上

・その他　　　　　　定量マッピング可能

　　　　　　　　　　画素単位でEDSスペクトルを記録可能

JFCC保有設備紹介JFCC保有設備紹介

特徴

主な仕様

　（財）ファインセラミックスセンター　　業務部
 TEL:052-871-3500　FAX:052-871-3599　E-mail: techsup@jfcc.or.jp

　本装置は、企業の皆様の試験評価・機器利用や研究開発にもご利用いただけます。
　また、経済産業省の「平成20年度地域企業立地促進等共用施設補助金」を受けて導入していますので、今回の促進対
象地域である東尾張地域の中小企業の方々には、特別料金でご利用いただけます。

問合わせ先

SU-8000の外観写真
写真左がSEM本体、中央部の机が操作部

結晶コントラスト観察例

最表面微細構造観察例



Japan Fine Ceramics CenterJFCC 組織改定JFCC 組織改定
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研究管理部

材料技術研究所

業務部

常勤役員

戦略部

事務局

プロジェクト推進部

エレクトロ・マテリアル部

リライアブル・マテリアル部

エンバイロンメンタル・マテリアル部

試験評価部

電子線ホログラフィー部

ナノ構造研究所

微構造・界面解析部

ナノシミュレーション部

1． 主な改定内容

2． 組織図

　研究管理の機能向上及び国等プロジェクト推進力の向上を図ることを目的に「研究統括部」「断熱セラミックスＰＪ」
「タングステン代替材料ＰＪ」を再編し「研究管理部」「プロジェクト推進部」を設置した。
　ナノ構造研究所の拡充に伴い「ナノスコピー・シミュレーション部」を再編し「電子線ホログラフィー部」「微構造・界
面解析部」「ナノシミュレーション部」を設置した。

3． 改定日
　平成２１年４月１日



Japan Fine Ceramics CenterJFCC の動きJFCC の動き

３月３１日付
　退職（定年）
　　材料技術研究所　研究統括部　担当部長・主席研究員　　　　　　　　　　　　水野　峰男
　退職（自己都合）
　　事務局　係長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田　基子
　退職（嘱託期間満了）
　　材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部　副主任研究員待遇　　松宮　正彦　
　出向元復帰
　　ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部　　　　　　　　　　　　牧　　禎（日本電子（株））
　出向派遣解除
　　独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構　　　　　　　　　　　　安富　義幸
　出向元退職
　　材料技術研究所　研究統括部　担当部長・主席研究員　　　　　　　　　　　　佐野　茂（日本特殊陶業（株））

４月１日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　研究管理部　参事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水野　峰男
　　材料技術研究所　プロジェクト推進部　主席研究員待遇　　　　　　　　　　　佐野　茂
　　材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部　　　　　　　　　　　木下　久美子
  出向受入
　　ナノ構造研究所　微構造・界面解析部　副主任研究員　　　　　　　　　　　　福永　啓一（日本電子（株））
　出向派遣
　　　独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構　　　　　　　　　　　木村　禎一
　
４月２０日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　リライアブル・マテリアル部　　　　　　　　　　　　　　　田中　誠

５月１日付
　出向受入
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィー部　　　　　　　　　　　　　　　　　田邉　衣加（古河電気工業（株））

６月１日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアル部　　　　　　　　　　　　　　　　姚　永昭
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィー部　　　　　　　　　　　　　　　　　金　基鉉

人の動き
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○　社団法人日本セラミックス協会　　「第34回学術写真賞　優秀賞」
　　受賞者　　：　山本　和生、平山　司、加藤　丈晴、S.A.Majetich（カーネギーメロン大学）、
　　　　　　　　 S.Madhur（カーネギーメロン大学）、山室　佐益（愛媛大学）
　　受賞題目　：　「磁性ナノ粒子アレイ膜中に形成された超強磁性ドメイン構造」

表　彰



Japan Fine Ceramics Center職員紹介職員紹介
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　2009年1月1日より嘱託となり、プロジェクト推進部に在籍しています。
　昨年末までの約8年間、東北大学金属材料研究所で主にCVDの研究をしており、熱CVD、プラズマCVD、レーザー
CVDなど、種々のCVD装置を使って、燃料電池・酸素センサー用の貴金属系ナノコンポジット触媒電極材料の開発や、
各種セラミックスコーティングの高速合成プロセスの開発などを進めてきました。
　JFCCに集中研が設置されていたNEDOのナノコーティングプロジェクトに参加していたのがご縁で、今回、研究の
場を与えていただきました。学生時代から研究テーマは「ものづくり」でしたので、日本のものづくり産業の中心地で
研究ができることをうれしく思っています。JFCC発の新しい材料技術を生み出せるよう、精一杯頑張ります。
　長く生活していた仙台を離れて名古屋に参りましたが、プロジェクトや学会活動を通じて知己があり、心強く思っ
ています。異動前も異動後も「名古屋は暑い」と多くの方々に聞かされ、どれほど暑いのか、初めての名古屋の夏を楽し
みにしています。
　公私にわたってご指導いただきますよう、心からお願い申し上げます。

材料技術研究所　プロジェクト推進部
副主任研究員待遇　　木村　禎一

　東海カーボン株式会社より出向して参りました大野浩之と申します。2009年1月5日よりJFCCにてカーボンナノチュー
ブの研究を行っております。
　研究内容は、CNTの研究ということで比較的新しい材料と言えます。しかしながら、CNTは現状として多様な用途が
考えられているものの、その生産性、コストといった問題などから、工業化には課題があります。このような状況で、
SiC表面分解法によるCNTをより効率良く、安定に生産できるようにすることが、大きな目的です。更に、このCNTを用
いた新規用途の開発も併せて行い、CNTの工業的な普及に努めていきたいと考えております。
　私は東海カーボンに入社して2年目と、研究者としても社会人としても駆け出しの状態です。そのような状況で、
JFCCという専門の研究者が集まる場所で研究に従事できるということは、非常に貴重な経験であり光栄に思ってお
ります。この経験を糧に、自身のスキルアップに繋げていきたいと考えています。しかし、私にとっては殆ど未知の分
野で、分からないことが多々有りますので、色々とご迷惑をお掛けすることもあるかとは思いますが、宜しくお願い致
します。

材料技術研究所　エレクトロ・マテリアル部
大野　浩之



Japan Fine Ceramics Center事業案内事業案内
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２００９年度研究成果発表会（第２１回）のお知らせ

12:30～17:00 【 ポスターセッション ※ ／最先端機器・技術紹介コーナー 】

14:25～15:45 【 ポスターセッション ※ ／最先端機器・技術紹介コーナー 】

13:00～13:05

「 透明酸化物の研究から実現した2つの超伝導物質：鉄オキシニクタイドと エレクトライド 」

東京工業大学　フロンティア創造共同研究センター・応用セラミックス研究所　教授　細野　秀雄　氏

理事長   野嶋　孝

13:50～13:55

専務理事・研究所長　種村　榮

研究成果発表会に関する全体説明

主催者挨拶

13:05～13:50 特別講演 I

「 有限温度における自由エネルギーの第一原理格子動力学計算 ｣

ナノ構造研究所　ナノシミュレーション部 研究員　桑原　彰秀

13:55～14:10 研究発表 ①

「 電子線ホログラフィーによる強磁性ナノ粒子アレイ膜の磁気構造観察 ｣

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィー部　副主任研究員　山本　和生

14:10～14:25 研究発表 ②

「 ＳＯＦＣ用ガスシール材のガス遮断特性に関する研究 ｣

材料技術研究所　エレクトロ・マテリアル部 部長・主席研究員　須田　聖一

15:45～16:00 研究発表 ③

「 無機系多孔質膜のポテンシャルと実用化展望 ｣

材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部　副主任研究員　永野　孝幸

16:00～16:15 研究発表 ④

「 二次電池の役割とリチウムイオン電池の課題 」

京都大学 産官学連携センター 特任教授 小久見 善八　氏

16:15～17:00 特別講演 II

● 参加料　　　 ： 無料 （事前登録が必要です）
● 申し込み方法 ： JFCCのホームページ（http://www.jfcc.or.jp）から、開催日の一週間前までにお申し込みください。
　　　　　　　　　申込画面の最後に表示される 『参加証』 をプリントアウトし、当日会場へご持参ください。
● 問い合わせ先 ：（財）ファインセラミックスセンター　業務部　　E-mail： kenpatsu09@jfcc.or.jp
　　　　　　　　　 TEL： 052-871-3500   FAX： 052-871-3599   URL： http://www.jfcc.or.jp

＊＊　クールビスで執り行わせていただきます　＊＊

参加要項

名古屋会場
日時
場所

７月８日（水）　１２：３０～
名古屋国際会議場1号館4階　レセプションホール（〒456-0036 名古屋市熱田区熱田西町1-1TEL 052-683-7711）

12:30～16:00 【 ポスターセッション ※ ／最先端機器・技術紹介コーナー 】

14:25～15:50 【 ポスターセッション ※ ／最先端機器・技術紹介コーナー 】

13:00～13:05

「 白金を超えるカーボンアロイ触媒の将来ビジョン 」

東京大学大学院　工学系研究科 応用化学専攻　教授　尾嶋 正治　氏

理事長   野嶋　孝

13:50～13:55

専務理事・研究所長　種村　榮

研究成果発表会に関する全体説明

主催者挨拶

13:05～13:50 特別講演 I

「 有限温度における自由エネルギーの第一原理格子動力学計算 ｣

ナノ構造研究所　ナノシミュレーション部 研究員　桑原　彰秀

13:55～14:10 研究発表 ①

「 電子線ホログラフィーによる強磁性ナノ粒子アレイ膜の磁気構造観察 ｣

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィー部　副主任研究員　山本　和生

14:10～14:25 研究発表 ②

「 ＳＯＦＣ用ガスシール材のガス遮断特性に関する研究 ｣

材料技術研究所　エレクトロ・マテリアル部 部長・主席研究員　須田　聖一

15:50～16:05 研究発表 ③

「 無機系多孔質膜のポテンシャルと実用化展望 ｣

材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部　副主任研究員　永野　孝幸

16:05～16:20 研究発表 ④

「 最近の経済動向とファインセラミックス 」

経済産業省　製造産業局　ファインセラミックス室長　田端　祥久　氏

16:20～17:00 特別講演 II

東京会場
日時
場所

７月１６日（木）　１２：３０～
東京大学　武田先端知ビル5階｢武田ホール｣（〒113-8654 東京都文京区本郷7-3-1 TEL 03-3812-2111［代表］）

※ ポスター３３テーマ：タイトルはホームページをご覧ください



　エネルギー関連の環境に関わる水素選択透過シリカ膜の開発、稀少金属（資源）関連の環境問題対応としてタングステン代替硬
質材料および新規白色発光材料の開発の成果を示します。また、安心安全な社会を可能とする材料技術として有害ガスセンサーや
構造物損傷センサー、新規な電磁波吸収体材料の開発などの成果を発表します。
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最先端機器・技術紹介コーナー（新企画コーナー）

重点化テーマ概要

　ポスターセッション会場に、JFCC紹介コーナーを併設いたします。本コーナーでは、下記３分野に分けて、JFCCの最先端機器と
技術紹介を行います。

ナノ解析
　高度な解析力や最新鋭の電子顕微鏡等により、原子レベルの構造解析とシミュレーションによる理論解析を行い、新材料開発の
支援をいたします。

＜先進ナノ材料＞

  ・ 分解能0.1nmを越える超高分解能走査透過電子顕微鏡（STEM）による粒界の原子配列解析について
  ・ 電子線ホログラフィーによる磁性ナノ粒子配列膜の磁区構造観察について
  ・ 3次元透過電子顕微鏡によるナノ粒子分散状態の立体観察について
  ・ 第一原理計算によるセラミックス結晶構造の安定性や強誘電特性の理論解析について
  ・ SiC表面分解法によるカーボンナノチューブ膜／粒子の生成と工業的応用について

　材料物性は、原子の種類とその配列、それらを結びつける電子の状態によって決定されます。超高分解能走査透過電子顕微鏡（STEM）
や電子線ホログラフィー技術等による構造解析と第一原理計算による理論解析から材料物性発現の本質を解明した研究成果を発
表します。 

＜二次電池・燃料電池材料＞

 ・ 二次電池材料の原子レベルシミュレーションについて
 ・ 新規な電池理論の研究開発について
 ・ SOFC最適界面による燃料極低温構築ついて
 ・ SOFCの新規セル構造、ガス遮断特性に関する研究について

　固体酸化物形燃料電池（SOFC）の材料開発について、電極／電解質の界面制御の観点から燃料極材料、耐久性の観点からガラス
／セラミック複合ガスシール材開発の成果を発表します。また、リチウムイオン二次電池に関して、第一原理計算による正極材料
設計およびカーボンナノチューブを利用した負極設計理論の成果を発表します。

＜環境・安心安全材料＞

 ・ 分離膜 ： 水素選択透過性アモルファスシリカ膜の特性について
 ・ 電磁波吸収 ： 新規な吸収体、電磁波を利用した超高温ガス透過特性について
 ・ レアメタル ： ユビキタス白色発光材料の開発について
 ・ レアメタル ： Ｗ代替サーメットの開発について
 ・ 安全センサー ： NOxセンサー、構造物モニタリングについて

　省エネ等を直接的に促進させる材料技術の成果として、住宅やビルの断熱性能を画期的に向上させるマルチセラミックスを用
いた断熱壁・窓材料の開発、高効率発電やエンジンを可能とする遮熱コーティング技術などを発表します。また、化学工業プロセス
用のセラミックス分離膜、材料プロセスの省エネを可能とするセラミックス技術、さらには省エネ技術に発展可能な超電導材料や
熱電変換材料の構造解析技術の成果を発表します。

＜省エネ材料＞

 ・ 熱電素子における結晶層間Ca原子の直接観察について
 ・ 規則性ナノ多孔体分離膜の開発について
 ・ マルチセラミックス断熱：透明多孔質断熱材・赤外反射制御について
 ・ 超電導線材の微細構造観察について
 ・ 酸素分圧制御による新規な構造設計について
 ・ 新規な遮熱コーティング構造について
 ・ Al鋳造用チタン酸アルミニウムの組織設計について

信頼性評価・機能評価
　保有する高い評価技術と各種最先端装置を用いることにより、新材料の機械的、熱的、電気的などの特性評価に関して、｢精度良く、
信頼性の高いデータ｣を提供いたします。

材料開発
　材料開発に役立つ、材料創生関連装置、焼成プロセス装置、焼結シミュレーション技術等を活用することにより、新材料開発を支
援いたします。
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ＪＦＣＣニュース第９５号　　発行日　２００９年７月１日
　　　　　　　　　　　　　　発行所　（財）ファインセラミックスセンター　　〒４５６－８５８７　名古屋市熱田区六野２－４－１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　（０５２）８７１－３５００（代）　ホームページアドレス　http://www.jfcc.or.jp
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テーマ：『レアメタル資源活用の最新動向と将来展望　～資源の有効活用を推進するセラミックス技術～』
日　時：２００９年１０月６日（火）　午後
会　場：名古屋国際会議場（名古屋市熱田区）

ＪＦＣＣの試験・分析・検査業務（依頼試験）の紹介

［特徴］
　　　　　精度のよい信頼性の高いデータの提供
　　　　　専門性の高い技術力と最高の設備を活用
　　　　　１０００社を超える利用実績
　　　　　評価が高く、約９割の会社がリピート利用

［主な試験・分析・検査分野（依頼試験分野）］
　　　　　機械的特性、電気的特性、熱的特性評価
　　　　　化学・元素分析、非破壊試験
　　　　　微構造解析・表面分析　をはじめ、各種試験等が可能

  依頼試験の詳細は、ＪＦＣＣホームページをご覧下さい
　　　　　http://www.jfcc.or.jp

（財）ファインセラミックスセンター　 業務部
ＴＥＬ　０５２－８７１－３５００
ＦＡＸ　０５２－８７１－３５９９
e-mail　techsup@jfcc.or.jp（技術相談）

研究開発、技術指導、機器利用も含め、
お気軽にお問い合わせください

ファインセラミックスシンポジウム２００９開催のご案内

　当センターでは、毎年アンケートに基づきテーマを設定し、その分野の第一線でご活躍の方々に、課題・動向・将来へ
の展望などをわかりやすくご講演していただくシンポジウムを開催しています。
　本年は、下記の予定です。詳細は、追ってホームページでご案内いたします。

　　　　　ものづくり中小企業製品開発等支援補助金についてお知らせ

　ものづくり中小企業開発等支援補助金（試作開発等支援事業、実証等支援事業）の公募が開始されました。この制度
は中小企業の皆様が製品開発や製品の実証等を行うにあたり補助金を受けられる制度です。
　・ 試作開発等支援事業　１００万円～１億円（補助率は３分の２以内）
　・ 実証等支援事業　　　５０万円～５００万円（全額補助）
いずれの事業も支援機関＊への委託費、依頼試験・機器利用費が補助対象経費となりますので、このチャンスに、貴社
製品の試験・分析・検査・委託開発等を、すぐれた技術力のＪＦＣＣにご依頼ください。

＊支援機関　公設試、大学、財団法人等（ＪＦＣＣは支援機関です）

制度の詳細は全国中小企業団体中央会のHP　http://www2.chuokai.or.jp/hotinfo/monodukuri.htm　をご覧ください。


